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まち

Topics

まちの話題やイベント
　　を皆さんに。

来秋には２号棟が完成予定

白河口の激戦や八重の人物像を語る

柔軟な発想が光る作品20点を表彰 来年７月に完成予定。２学期から供用開始

白河ゆかりの大名の子孫３人が白河口の戦いを語る

　インターネット国内最大手のヤフー㈱と、同グループ
の㈱IDCフロンティアが建設を進めていた「白河デー
タセンター」が完成し、10月１日に稼働を開始しました。
　同日行われた竣工式に出席した鈴木市長は「これを
契機に県南の情報・通信産業が大きく発展することを
期待しています」と話し、完成を祝いました。
　このデータセンターは、インターネット上の情報を管
理・処理する施設で、２万台を超えるサーバーが収め
られています。来年秋には２号棟が完成する予定です。

　白河集古苑（郭内）で、11月４日まで開催されている
「新島八重の生涯と戊辰戦争展」を記念したシンポジウ
ムが、９月29日、文化センター（中田）で開催され、多く
の来場者が足を運びました。
　大河ドラマ「八重の桜」の放送にあわせ、県の観光Ｐ
Ｒのために結成された「ふくしま八重隊」のパフォーマン
スが披露されたほか、白河高の植

う え む ら

村美
よ し ひ ろ

洋教諭が白河口の
戦いについて、同志社社史資料センターの小

こ

枝
え だ

弘
ひ ろ か ず

和さん
が新島八重の魅力について講演しました。 

　9月21日から25日まで、市立図書館（道場小路）で
「第58回白河市発明展」が開催されました。
　市内の小学生以上を対象に作品を募集した結果、
421点、昨年（246点）と比較すると約1.7倍の作品が
出品されました。この中から、市長賞など20点が選ばれ、
一人一人に表彰状が手渡されました。
　期間中、約800人が会場を訪れ、来場者からは、柔
軟な発想やアイディアが光る作品に、驚きや感嘆の声
が聞かれました。

　10月９日、表郷庁舎東側の表郷幼稚園園舎建設地
（表郷金山）で、工事の安全を祈る祈願祭が行われま
した。出席した鈴木市長は「子どもたちがたくましく
成長するよう願っています」とあいさつしました。
　現園舎は、老朽化が進み、敷地も狭かったことから、
新園舎の建設が検討され着工に至ったものです。新園
舎は木造平屋建てで、延べ床面積は1,282㎡。６つの
保育室と預かり保育室、遊戯室、多目的ホールが設置
されます。完成は来年７月の予定です。

　10月19日、ホテルサンルート白河（新白河駅前）で、歴史研究会第28回全国大
会奥州白河大会が開催され、全国の歴史愛好家を含む約300人が参加しました。
　佐

さ が わ

川庄
し ょ う じ

司市建設部都市政策室長が「白河関跡周辺の歴史とロマン」をテーマに
講演。続いて行われたパネルディスカッション「ご子孫が語る戊辰戦争白河口の
戦い」では、白河ゆかりの大名家の子孫で、二本松藩丹羽家第18代当主の丹

に わ

羽
長
な が と し

聰氏、忍
お し

藩松平（奥平）家第16代当主の松
まつだいら

平忠
た だ ま さ

昌氏、棚倉藩阿部家第22代当
主の阿

あ べ

部正
ま さ や す

靖氏をパネリストに迎え、阿部家家老平田家14代当主の平
ひ ら た

田重
し げ き

樹氏が
コーディネーターとなり、各家の歴史や戊辰戦争白河口の戦いを振り返りました。 
　各家当主が語る逸話に、参加者は興味深く聞き入っていました。

Topic of town ｛写真で紹介する、今「旬」な話題です｝

話　 題まちの

ヤフー「白河データセンター」が稼働開始！

新島八重の生涯と戊辰戦争展　記念シンポジウム

第58回白河市発明展 表郷幼稚園園舎新築工事が着工

▲主催者と当主の皆さん

▲パネルディスカッションの様子

▲関係者が完成を祝いました

▲パフォーマンスを披露するふくしま八重隊の皆さん

▲受賞した皆さん ▲安全祈願祭の様子

歴史研究会第28回全国大会奥州白河大会



　　　　　ら15日㈭までは展示替えの
　　　　　ため休館）
◆入館料　一般310円（250円）／小中    
　　　　　高生100円（80円）
　　　　　 ※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生無料
▶マイタウン白河（本町２／☎㉛7595）
◇県写真展（県芸術展）県選抜写真展
⃝日　時　11月20日㈫～25日㈰／午前９時～

午後６時　※最終日午後３時まで
問福島県写真連盟☎0247㊻3537
◇西白河小中造形作品研究会
⃝日　時　11月21日㈬～27日㈫／午前９時～

午後６時　※最終日午後３時まで
問西白河小教研図工研究会☎㊸2120
◇白河デジタル写真クラブ展
⃝日　時　11月29日㈭～12月２日㈰／午前
　　　　　  10時～午後５時　※最終日午後４

▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎㉗2310）
【利用案内】
◆開館時間　午前９時～午後４時
◆休館日　毎週月曜日
◆入館料　無料
【催し案内】
◇テーマ展
「むかしの暮らしと道具」
⃝会　期　12月27日㈭まで
◇常設展「白河の歴史と文化」 

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎㉔5050）
【特別企画展】　※入館無料
◇新島八重の生涯と戊辰戦争展

　白河展「新島八重の生涯と戊辰白河口の
戦いーゆずれない心、それぞれの矜

プ ラ イ ド

持ー」
⃝会　期　11月４日㈰まで
⃝開館時間　 午前９時～午後５時（入館は
　　　　　午後４時30分まで）
【催し案内】
◇阿部家名品館
　「伝来の遺宝と絵画
　　・陶磁器」
　⃝会　期　11月16日㈮から
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世

　の美術」　
　　ミニテーマ展「江戸時代の結城家ｰ結
　　　　　　　　　城家のその後ｰ」

【利用案内】
◆開館時間　午前９時～午後４時
◆休館日　毎週月曜日（11月５日㈪か

                   時まで
問白河デジタル写真クラブ☎㉓6795
▶文化センター（中田140 ／☎㉒5220）
◇復興支援　白河歌ごえのつどい
⃝日　時　11月９日㈮／午後２時から
⃝入場料　500円（整理券が必要です）
問同実行委員会☎㉑6016
◇ふるさと民謡の集い
⃝日　時　11月18日㈰／午前10時から
⃝入場料　1,500円
問白河民栄会☎㉒3246
◇Yammy’s Garden in しらかわ2012
⃝日　時　11月23日㈷／午後５時から
⃝入場料　3,000円（小学生以下無料）
問同実行委員会　角

す み や

谷☎080-4024-5344
◇倉品真希子　川崎修二＆東汐璃ジョイ
　ントコンサート
⃝日　時　11月24日㈯／午後2時から

　内2384
◇白一小音楽会
⃝日　時　11月10日㈯／午前８時50分から
⃝入場料　無料
問白一小☎㉓3240
◇市民民踊民舞の集い
⃝日　時　11月11日㈰／午前10時30分から
⃝入場料　無料（整理券が必要です）
問白河民舞愛好会☎090-2608-8230
◇東日本大震災復興チャリティー　第３
　回白河市市民歌謡音楽祭
⃝日　時　11月18日㈰／午前９時30分から
　※被災されている方は入場無料
問白河市音楽文化協会☎㉔5000
◇輝け唄の祭典
⃝日　時　11月25日㈰／午前９時から
⃝入場料　前売　1,500円（当日500円増）
問うぐいす会☎�2251

⃝入場料　2,000円
問川崎修二ファンクラブ　尾

お が た

形☎㉓3270
◇第２回唄と踊りの絆の祭典
⃝日　時　12月２日㈰／午前10時から
⃝入場料　1,000円
問日本現代舞踊内海流内海道敬会☎㉒9293
▶東文化センター（東釜子字狐内47／☎㉞1131）
◇Swing Blaze Orchestra  第16回コンサート
⃝日　時　11月18日㈰／午後２時から　
⃝入場料　500円（小学生以下無料）
問ＮＰＯ法人カルチャーネットワーク☎㉒5271
▶市民会館（手代町22−１／☎㉓3718）
◇第16回しらかわ音楽の祭典
⃝日　時　11月４日㈰／第１部　午前８時30分
　　　　　　から　第２部　午後６時から
⃝入場料　第２部　大人1,000円（こども
　　　　　500円）※第１部は無料
問本庁舎生涯学習スポーツ課☎㉒1111

★

広報白河　2012.11.１（H24）15 14広報白河　2012.11.１（H24）

写真で！話題を

施設の催し

The topic in the photograph

白河市長杯第２回健康まーじゃん大会10月14日／マイタウン白河（本町）

老若男女、みんなで楽しくゲーム！

「ひとりじゃないよ」たんぽぽサロンキルト展９月28日～30日／明治記念館　L
ら ん ぷamp C

か ふ ぇ

afe（南湖公園内）

キルトにメッセージを込めて！

ライブ・ラリー白河10月６日／城山公園内（郭内）

小峰城を背に、熱いバンドバトルを展開！

しらかわスポーツフェスティバル
10月８日／中央体育館（北中川原）

狙いは“１と４”の２枚抜き！ストラックアウト

▲足踏み式ミシン
▲扇面散図屏風（右隻）

 ＜展示解説会＞
11月25日㈰／午後２時から
※申し込み不要

白河地域
市民会館（手代町）表郷地域

表郷体育館（表郷番沢）

大信地域大信農村環境改善センター（大信町屋）
東地域

東文化センター（東釜子）

４地域で敬老会／10月10日

皆さんの長寿を祝って

話題を
写真で

紹介！

まち
ひと
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「こわい」は「つかれた」って意味だよ
白河の桜綺麗だがんね～。楽しみだね～。
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various information various information ｛話題の情報あれこれ｝ ラウン
ジ

shira
kawa

　高齢者が年齢にとらわれず、自らの責任と能力で生き生きとし
た生活を送るエイジレス・ライフ。その実践者として鈴

す ず き

木邦
く に あ き

彰さ
ん（旭町）が内閣府特命担当大臣から表彰されました。
　鈴木さんは、退職後ボランティア観光の「ツーリズムガイド白
河」に所属。現在は会長を経て顧問として10数年、年間約50日、
観光客のガイド役として、精力的に活動しています。観光客の地
元と白河市の歴史のつながりなどを話すのが好評です。
　「白河は古代から近世まで、充実した遺跡が豊富で、由緒があ
り、それらを紹介し、本市を深く知ってもらうのがなにより嬉し
いです。日本有数の石垣（小峰城）は大震災で一部崩落しました。
これから数年かかる修復の過程を、地元の学生、市民や観光客に
見ていただくのは大変有意義であり、観光客の増加につながると
期待しています。また、ガイド仲間との春夏秋冬は楽しく、充実
した毎日です」と話してくれました。
　人のため、地域のために生きることの大切さを、鈴木さんは人
生のガイドとして、私たちに示してくれました。

エイジレス・ライフ
Trend まちで話題となっている新しいトレンドをリポート！

Shirakawa Ｎew Ｗave

しらかわの新しい波
今、まちの気になること

白河市交通安全ポスター・標語コンクール

◆ポスターの部　最優秀賞　藤
ふじむら

村未
み ふ ゆ

冬さん（白一小３年）（右）
◆標 語 の 部　最優秀賞　西

にしむら

村唯
ゆ い と

人君（小野田小４年）

◆ポスター◆標語

た
だ
い
ま
と

　
笑
顔
で
言
え
る

　
　
　
　
　
一
日
に

　 白河商工会議所青年部設立30周年を記念するイベント「Giro
d， Shirakawa」が11月11日㈰、午前10時から午後２時まで開
催されます。　
　このイベントは、白河初の自転車ロードレースで、白河羽鳥レ
イクラインの白河駅前から道場小路地内を周回するコースで行わ
れます。
　競技部門、募集人数や通行規制等は公式サイト（http://www.
giro-d-shirakawa.jp/）をご覧ください。
問白河商工会議所青年部事務局☎㉓3101

白河初
!!

■白河の子どもたちと「このまちがすき」「君のもとへ」を合唱します!

2012
年11月

23日(
祝)

文化セ
ンター

入場料
　3,0

00円　
※小学

生以下
無料

（白河
観光物

産協会
）

小峰シ
ロ

２部門
で日本

一！

　地域振興を目的に生まれた「萌え」キャラクター
が全国から集結し、ナンバーワンの活動を決める
「Ｍｏｅ１グランプリ」が10月13日・14日、東京
都秋葉原で行われ、白河観光物産協会のキャラクタ
ー小峰シロが観光部門と一般投票キャラクター部門
でグランプリを獲得しました。
　さらに、物産部門では御菓子司えんどうの「小峰
シロの桜蒸しどら」が準グランプリに輝きました。
　観光部門は、誘客への貢献度、活動のユニークさ
などの視点から、一般来場者の投票を参考に、有識
者らが審査しました。　
　優勝した小峰シロは、国史跡小峰城跡に伝わる悲
話「おとめ桜伝説」を基にした美少女キャラクター。
  審査委員長の杉山知之デジタルハリウッド大学学
長は「キャラクターが変身し、いろんな場面で展開
できる魅力があります」と評価しました。
　15日、小峰シロを総プロデュースする佐藤歩さん
（ＭＣプランニング）、山田睦美さん・山田学さん
（レリッシュ）、遠藤誠一さん（御菓子司えんどう）
が鈴木市長に日本一を報告しました。
　佐藤さんは、「大震災で石垣が崩れ、小峰城のおと
め桜は見ることができませんが、優勝は復旧・復興
に向けたステップになります」と話しました。
　鈴木市長は「全国から注目の的となり、今後連携
して本市をＰＲしたい」と話しました。　

地域キ
ャラク

ター物
産観光

展

「Ｍｏ
ｅ１グ

ランプ
リ」

 なぜ！自転車ロードレースなのか？
　本市は、高校に自転車部があるほか、競輪選手を多く輩出す
るなど、自転車競技が盛んです。また、自転車競技でオリンピ
ックに出場し、 メダリストも生まれています。これを白河の一
つの特色と考え、新たな目線から白河の活性に役立て、 全国に
ＰＲすることを目的としています。

◦チケット販売場所　みどり書房TSUTAYA、
　マイタウン白河、白河市内各所
◦ホームページ（Yammyオフィシャル）　
　 http://lovesound.jp/
◦問い合わせ先　
　Yammy's Garden in しらかわ2012実行委

員会☎050-3390-3788／ E-mail:office@
lovesound.jp

午後5
時開演

　

ダルラ
イザー

も走る
よ！

注目!!

『このまちに笑顔を！

　 Yammy's Garden in しらかわ2012』

◆規制時間　８:30～14:00（９:20～10:00 まで一時開放）
◆競技時間　10:00～13:00　
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図
書
館
に
行
こ
う！

◎市立図書館　▶開館時間　平日10：00 ～20：00　
　　　　　　　　土・日・祝日９：30 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　月曜日、第１水曜日
                       （ただし、祝日の場合は開館し、翌日は休館）

三本の柱で教育目標を具現化！

日本の文化に親しみ笑顔あふれる子どもたち！

  園の教育目標「よく聞きはっきり話す子」「思いや
りのある子」「進んでがんばる子」の達成に向けて、
三本の柱「知：絵本大好き大信っ子」  「徳：友達を
思いやる大信っ子」「体：運動大好き大信っ子」をス
ローガンに掲げ、先生と子どもたち、さらには、地
域の温かい協力のもと、様々な体験活動に取り組ん
でいます。
　中でも、地域の宝である中山義秀記念文学館見学
や、移動図書館「お話会」での読み聞かせを園児は
楽しみにしています。また、「運動遊び」では思い切
り身体を動かすことを喜び、最後まで頑張る気持ち
も育っています。地域の方々から「聴く力や優しい
心が育っていますね」との言葉をいただき、職員一
同、園児の成長を嬉しく思うとともに、教育に対す
る熱意を大切に、日々研

け ん さ ん

鑽を積んでいます。

　昨年のお茶会は「ちょっと苦いけどおいしい」と、
園児にとってわくわくした体験となりました。
　今年は、園児が大好きな「折り紙、あやとり、こ
ま遊び」などの伝承遊びを老人会の方々と一緒に行
う予定で、さらに日本の文化に親しめるものと思い
ます。今後も地域の方々と交流を深め、一人ひとり
が五感をフルに使い、感性豊かで心と身体のバラン
スの取れた成長を願い、「生きる力」を育んでいきた
いと思います。
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｛教育の情報あれこれ｝ ｛図書館の情報あれこれ｝education information Library information

りぶらんだより Libran

◎東 図 書 館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　祝日、火曜日、月末日☎㉞1130

ひろ
ば教育
の

白河市立大信幼稚園
園長　吉

よ し だ

田強
きょうこ

子

○住所　大信町屋字道目木12番地
○電話　☎㊻2257

映画上映案内

　11月18日の「家族の日」にちなみ、親子・夫婦・介護など家族
に関する様々な本を紹介します。

　秋は食べ物がおいしい季節！本の中に出てくる、いろいろな秋を
感じてみてください。

Movie 　市立図書館多目的ホールで上映
される映画です。入場無料です。

 紋きりという日本の「かたち」を切り貼りして、
年賀状やクリスマスカードを作ります。年齢を
問わず参加できます。
◦日　時　12月２日㈰／午後１時から
◦会   場    地域交流会議室
◦講  師　下

し も な か

中菜
な ぼ

穂氏（造形作家、東京造形大            
　　　　　学講師）
◦定   員   20人
◦参加料   1,000円
◦申込方法  市立図書館窓口または電話でお申し
　　　　　込みください。

  本市のシンボル小峰城、その前史、成立、展
開を分かりやすく紹介します。知っているよう
で知らなかった白河の歴史と小峰城の歴史に興
味のある方はぜひご参加ください。
◦日　時　12月15日㈯／午後１時30分から
◦会   場   地域交流会議室
◦講　師　鈴

す ず き

木　功
いさお

氏（市建設部文化財課）
◦定   員   200人
◦参加料   無料
◦申込方法   申し込みは不要です。

江戸の切り紙「紋きりあそび」
～紋きりでつくるカードや年賀状～

テーマ「小峰城の成立と展開」

☎㉓3250

今月号は

  き
ょういく

情 報ホット
熱!!

■教育関係のホットな情報を皆さんへ

おはなし会
■日時　11月10日㈯・24日㈯
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　３歳～小学生低学年

ちびっこおはなしのくに
■日時　11月１日㈭・15日㈭
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　０歳～３歳程度

◎表郷図書館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　祝日、火曜日、第１水曜日

《おはなし、よんで！（０歳～小学生対象）》
　■日時　毎週土曜日／随時

《図書館であそぼう！》
　■日時　11月９日㈮/午前10時～午後４時
　■対象　家族と同伴の０歳～小学２年生

☎㉜4784

◎大信図書館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　月曜日、祝日の翌日☎㊻3614

▲鬼だー逃げろ!!ボランティアの協力で「運動遊び」

「家族」

「木の実」「収
しゅうかく

穫の本」

   毎月、季節に合わせた本を展示しています。

こどもたちが本を愛するように。

■日時　①11月10日㈯
　　　　　午後１時30分～３時
　　　　②11月21日㈬
　　　　　　午後６時30分～８時

■日時　11月17日㈯
　　　　　午後１時30分～2時50分

「ピーターパン」

「巨人の星 劇場版」
1969年作品

1953年作品

を紹介！
「駅伝選手」
ふくしま駅伝

大人向け

大人の本

こども向け

こどもの本

本が好き
になる!!

旬な話題
に触れる!!

映 画 で感
性を磨く!! Information図書館からお知らせ 図書館の

情報を!!

催し案内Event

本の展示Exhibition

■ 第24回ふくしま駅伝 ■

《絵で見るお話の会》
　※11月はお休みです。

し しっかりと大きな声であいさつを
ら ランドセルの笑顔見守る地域の目
か 簡単なことから始めようボランティア
わ わがまちを誇りに思えるまちづくり

すすめよ
う
！

「しらかわ
」
運

動

　11月18日㈰、今年で24回目を迎える「ふくしま駅伝」が開催
されます。県内の市町村対抗で行われ、本市から福島市までの16
区間96.5ｋｍのコースを襷

たすき

でつなぎます。
　本市の代表として、日々練習に励んでいる候補選手とスタッフ
の皆さんを紹介します。
　白河市チームへの熱い声援をお願いします。
■顧問／邊

へ ん み

見正
ま さ の り

則（白河市役所）
■監督／鈴

す ず き

木宏
ひ ろ ゆ き

幸（東北農政局いわき地域センター）
■コーチ／角

つ の だ

田英
ひ で あ き

明（白河南中教諭）　齋
さ い と う

藤誠
まこと

（近江塗料店）
小
こ ま つ

松順
じゅんえい

衛（白河旭高教諭）　小
こ い で

出義
よ し の り

則（白二中教諭）  角
つ の だ

田 修
おさむ

　（中央中教諭）　阿
あ べ

部進
すすむ

（住友ゴム工業㈱白河工場）今
い ま い

井寛
ひ ろ み

美
　（大村旅館）　坂

さ か ば

場純
じゅんいち

一（住友ゴム工業㈱白河工場）
■選手
□一般男子　武

た け だ

田薫
かおる

（住友ゴム工業㈱白河工場）　藤
ふ じ た

田敦
あ つ し

史（富
士通）　滝

た き ぐ ち

口康
こ う へ い

平（白河市体育協会）　齋
さ い と う

藤和
か ず き

樹（信越半導体
㈱白河工場）

□大学生男子　荒
あ ら き

木和
か ず や

也（富士大学２年）
□高校男子　鈴

す ず き

木拓
た く や

也（日大東北高３年）　根
ね し

司遼
りょうへい

平（白河高３
年）　星

ほ し

寛
ひ ろ と

人（白河高３年）　根
ね し

司将
しょうへい

平（白河旭高３年）　邊
へ ん

見
み

勇
ゆ う た

太（白河旭高３年）　鈴
す ず き

木裕
ゆ う や

也（白河高２年）   髙
た か き

木孝
こ う す け

亮
（白河高２年）　長

は せ べ

谷部優
ゆ う や

也（田村高２年）　本
ほ ん

郷
ご う

拓
た く み

海（田村
高２年）　

□高校女子　深
ふ か や

谷真
ま り な

梨奈（日大東北高３年）
□中学校男子　本

ほ ん ま

間涼
り ょ う と

斗（中央中３年）　太
お お た

田翼
つばさ

（中央中３年）
髙
た か さ か

坂渉
わたる

（中央中３年）　小
こ ま つ

松力
り き ほ

渉（白二中３年）　緑
みどりかわ

河翼
つばさ

（白
二中３年）　齋

さ い と う

藤有
な お ゆ き

志（白河南中３年）　阿
あ べ

部涼
りょう

（東中３年）
宮
み や た  と も き

田智喜（東北中２年）　
□中学校女子　井

い の う え

上美
み さ き

紗妃（白河南中３年）　迎
むかえ

まどか（表郷中
３年）　鈴

す ず き

木咲
さ ほ

穂（東中３年）　小
こ び や ま

檜山諒
りょう

（白河南中２年）　
松
ま つ お か

岡萌
も え

（白二中１年）

EventEvent

◆おはなし講座

◆郷土講演会
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⃝
講
師　
表
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク　
村む

ら

松ま
つ

康や
す
な
り成

院
長

⃝
持
参
品　
健
診
結
果
（
お
持
ち

の
方
の
み
）、
筆
記
用
具

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１
２

　
県
南
・
会
津
・
南
会
津
地
域
給

付
金
の
申
請
期
限
は
、
12
月
３
日

㈪
ま
で
で
す
。
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、

６
月
末
に
対
象
世
帯
に
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
放
射
線
対
策
室
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
㉒
２
４
０
０

　
特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年
間
３

万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
、
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
印
鑑
・
特
定
疾
患
医

療
等
の
受
給
者
証
（
平
成
24
年
４

月
１
日
現
在
で
の
資
格
が
確
認
で

き
る
も
の
）
・
本
人
ま
た
は
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
を
、
本
庁
舎

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
申
請
期
限　
12
月
28
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１
５

⃝
日
時　
12
月
３
日
㈪
／
午
後
７

時
か
ら
１
時
間
程
度 

⃝
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

⃝
対
象　
平
成
24
年
度
特
定
健
康

診
査
の
結
果
、
①
空
腹
時
血
糖
１

１
０
㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
１
２
５
㎎
／

ｄ
ｌ
以
下
、
ま
た
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

5.2
％
以
上
6.0
％
以
下
の
方
、
②
空

腹
時
血
糖
95
㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
で
、

家
族
歴
に
糖
尿
病
・
心
血
管
疾
患

・
脳
血
管
疾
患
の
あ
る
方
、
③
糖

尿
病
予
防
に
関
心
の
あ
る
方

　
真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独

身
の
男
性
・
女
性
の
た
め
の
「
出

逢
い
の
場
」
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

⃝
日
時　
12
月
22
日
㈯
／
午
後
２

時
～
６
時

⃝
会
場　
グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ
那

須
白
河
（
西
郷
村
大
字
熊
倉
）

⃝
参
加
料　
男
性
４
、
０
０
０
円

・
女
性
２
、
０
０
０
円

⃝
募
集
人
数　
12
月
31
日
現
在
、

20
歳
以
上
40
歳
以
下
の
男
女
各
50

人
（
男
性
は
白
河
市
お
よ
び
西
白

河
郡
在
住
の
方
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　　
市
で
は
、
震
災
で
被
害
を
受
け

た
住
宅
の
復
旧
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
対
象   

自
ら
居
住
し
、
一
部
破

損
以
下
の
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

所
有
者
（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

半
壊
の
住
宅
を
除
く
）

※
す
で
に
こ
の
事
業
の
補
助
を
受

け
た
方
は
対
象
外　

※
り
災
証
明
が
な
い
場
合
は
、
写

真
等
で
被
害
が
確
認
で
き
る
こ
と

⃝
対
象
工
事
　
住
宅
本
体
の
屋
根
、

壁
、
床
、
基
礎
等
の
修
繕
・
補
修

工
事
で
費
用
が
20
万
円
（
消
費
税

等
を
除
く
）
以
上
の
も
の

⃝
補
助
金
額
　
対
象
工
事
費
の
10

％
補
助
（
上
限
15
万
円
）

⃝
申
請
期
間
　
平
成
25
年
１
月
31

日
㈭
ま
で
（
平
成
25
年
３
月
15
日

㈮
ま
で
に
工
事
が
完
成
す
る
こ
と
）

問
本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２

６
５
／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎

㉜
４
７
８
６　
大
信
☎
㊻
２
１
１

５　
東
☎
㉞
２
１
１
４

　
11
月
15
日
か
ら
平
成
25
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは

３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
狩
猟
者
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

《
家
屋
を
新
増
築
さ
れ
た
方
へ
》

　
市
で
は
、
平
成
24
年
１
月
２
日

以
降
に
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
か

ら
の
固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
た

め
に
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
、

職
員
が
建
物
の
外
部
・
内
部
の
仕

様
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
確
認
資

料
と
し
て
、
家
屋
平
面
図
、
仕
様

書
な
ど
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
調
査
の
日
時
は
、
市
か
ら
通
知

し
ま
す
が
、
事
前
に
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
し
伺
い

ま
す
。

　
な
お
、
調
査
職
員
は
、「
固
定
資

産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

《
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ
》

　
平
成
24
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の

当
該
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
負

担
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
家
屋
滅
失
申
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
す
で
に
、
法
務
局
へ
滅
失
登
記

の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
や
課
税
課

に
届
け
ら
れ
た
方
は
、
連
絡
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
課
税
課　
内
２
１
３
１

21 20

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集

⃝
申
込
受
付
期
間　
11
月
１
日
㈭

～
30
日
㈮

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
地
域

支
援
課
内
）
内
２
２
５
７
／
Ｅ
メ

ー
ル chiiki@

city.shirakaw
a.

fukushim
a.jp

／
各
庁
舎
総
務
課

表
郷
☎
㉜
２
１
１
１　
大
信
☎
㊻

２
１
１
１　
東
☎
㉞
２
１
１
１

⃝
日
時　
11
月
27
日
㈫
～
12
月
２

日
㈰
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時　
※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
９

時
～
午
後
４
時

⃝
会
場　
本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

※
期
間
中
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
の
納
税
相
談
も
行
い
ま
す
。
納

付
が
困
難
な
こ
と
を
説
明
で
き
る

書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
収
税
課　
内
２
１
３
３

臨
時
納
税
窓
口
開
設

案
内

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

狩
猟
解
禁

野
山
へ
出
掛
け
る
方
は
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩

猟
が
で
き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と

登
録
証
を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
７

⃝
日
時　
11
月
28
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　
※
入
場
無
料

⃝
会
場　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

⃝
内
容　
▽
講
演
「
当
事
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
▽
講
師
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま　

若わ
か
つ
き月
ち
よ
理
事
長
、
当
事
者

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
推
進
期
間
で
す
。
ど
の

よ
う
な
暴
力
で
も
我
慢
せ
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
お
近
く
の
相

談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
）
☎
０
５

７
０
︲
０
︲
５
５
２
１
０

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

《麻しん風しん予防接種》　

《インフルエンザ予防接種》

　まだ予防接種を受けていない次の年齢の方は、早めに
受けましょう。
〈麻しん風しん定期予防接種の対象者〉
◦第２期：小学校入学前年度の１年間
　　　　　平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ
　　　　　（５歳から７歳未満の幼稚園等の年長児）
◦第３期：中学1年生に相当する年齢の方
　　　　　平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれ
◦第４期：高校3年生に相当する年齢の方
　　　　　平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ
　対象者には4月に予診票を送付していますので、受け
る際に必ずお持ちください。紛失した場合は、中央保健
センターまたは各庁舎市民福祉課で再発行しますので、
母子健康手帳をご持参ください。

問本庁舎健康増進課（中央保健センター）☎㉗2112　各庁舎
　市民福祉課　表郷☎㉜2114　大信☎㊻2114　東☎㉞2116

〈本費用助成の対象者〉　
　①接種当日65歳以上
　②接種当日60歳から64歳で内部障がいがあり、身体
　　障害者手帳１・２級に該当する方
〈接種期間〉　12月15日㈯まで
〈接種費用〉　1,000円
　※65歳以上の生活保護世帯の方は接種費用が全額免
　　除になります（ただし事前に手続きが必要です）。

特
定
疾
患
見
舞
金

給
付
金
の
申
請
期
限

糖
尿
病
予
防
講
演
会

家
屋
調
査

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

被
災
住
宅
復
旧
支
援

事
業
の
期
間
延
長

戊辰東北戦争から復興を学ぶシンポジウム
⃝日　時　11月18日㈰／午後１時～３時

30分
⃝会　場　ホテルサンルート白河（新白

河駅前）
⃝内　容　①基調講演「白河から明治維

新へ」　②パネルディスカッシ
ョン「明治の先人に復興を学ぶ」

⃝定　員　500人
⃝入場料　無料
問本庁舎商工観光課　内2214
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会
議
室
（
道
場
小
路
）

⃝
内
容　
▽
講
演
　「
拉
致
被
害

者
救
出
の
３
つ
の
条
件
」　
▽
講
師

東
京
基
督
教
大
学　
西に

し
お
か岡
力つ

と
む

教
授

⃝
入
場
料　
無
料

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

⃝
日
時　
11
月
25
日
㈰
／
午
前
11

時
か
ら　

⃝
会
場　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
定
員　
▽
蝶ち

ょ
う
か
ろ
う

花
楼
馬ば

ら
く楽
師
匠
の

落
語
会　
▽
浅
草
老
舗
「
駒
形
ど

ぜ
う
」
主
人
の
そ
ば
打
ち
試
食　

各
60
人　
※
参
加
無
料

⃝
申
込
期
限　
11
月
15
日
㈭
ま
で

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

　
白
河
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
「
１
０
０
歳
ま
で
ス
キ
ー
を

楽
し
む
会
」
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

⃝
応
募
資
格　
60
歳
以
上　
※
男

女
は
問
い
ま
せ
ん
。

⃝
年
会
費　
１
０
、
０
０
０
円

※
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
、
ゴ
ル
フ
、

納
涼
会
ほ
か
、
楽
し
い
企
画
が
あ

り
ま
す
。

問
事
務
局　
飯い

い
む
ら村
☎
㉓
２
５
０
７

　　
市
で
は
、
市
民
の
安
全
で
安
心

な
生
活
を
確
保
し
、
健
全
な
社
会

経
済
活
動
の
発
展
の
た
め
に
、
暴

力
団
排
除
の
基
本
理
念
等
を
定
め

た
「
白
河
市
暴
力
団
排
除
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
（
10
月
５
日
施

行
）。

《
条
例
の
基
本
理
念
》

◦
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

◦
暴
力
団
に
対
し
て
資
金
を
提
供

し
な
い

◦
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

《
主
な
内
容
》

◦
市
の
施
設
等
か
ら
の
暴
力
団
の

排
除

◦
暴
力
団
事
務
所
設
置
の
阻
止

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
２

　
⃝
日
時　
12
月
１
日
㈯
・
15
日
㈯
、

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯
、

２
月
２
日
㈯
・
16
日
㈯
、
３
月
２

日
㈯
・
16
日
㈯　
全
8
回
／
午
前

10
時
～
正
午

⃝
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

⃝
対
象　
小
・
中
学
生

⃝
参
加
料　
２
、
０
０
０
円

問
日
本
将
棋
連
盟
白
河
支
部
事
務

局　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
９
３
３

︲
５
０
３
１

⃝
日
時　
11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
か
ら
（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

⃝
集
合
場
所　

す
ぱ
ー
く
表
郷

（
表
郷
番
沢
）

⃝
参
加
料　
３
０
０
円
（
保
険
代

含
む
）

⃝
内
容　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

コ
ー
ス
ま
た
は
天
狗
山
登
山
コ
ー

ス
、
ゴ
ー
ル
後
に
は
お
楽
し
み
抽

選
会
、
レ
ト
ロ
バ
ス
体
験
乗
車
等

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

23 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

新
そ
ば
と
落
語

案
内

こ
ど
も
将
棋
道
場
生
徒
募
集

西
岡
力
講
演
会

住
み
よ
い
五
箇
を
つ
く
る
会

ス
キ
ー
大
好
き
シ
ニ
ア
会
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

＆
天
狗
山
登
山

　11月は児童虐待防止推進月間で
す。「虐待を受けたと思われる子ど
も」を見つけた場合は、ご連絡く
ださい。連絡した方が特定されな
いように、秘密は厳守します。子
どもを守るためにご協力をお願い
します。
《連絡先》　
家庭児童相談室☎㉒1150／県中
児童相談所白河相談室☎㉒5648

児童虐待を見つけた場合は
ご連絡をお願いします

市
暴
力
団
排
除
条
例

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
東
京
駅
に
乾
杯
』

市
長
の

手
控
え
帖

れ
、
高
度
の
耐
震
技
術
を
ほ
ど
こ
し
た
壮
麗
な
駅

舎
に
甦

よ
み
が
え

っ
た
。
時
代
を
超
え
た
辰
野
の
設
計
思

想
に
感
謝
し
た
い
。
屋
根
に
は
、
石
巻
市
雄
勝
の

石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
あ
の
大
津
波
で
さ
ら
わ

れ
ず
に
残
っ
た
建
材
は
、
駅
舎
の
一
部
と
し
て
生

き
て
い
る
。
雄
勝
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
壁

画
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
駅
に
は
、
時
空
を
超

え
様
々
な
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。

  

東
京
駅
は
世
界
で
も
例
を
み
な
い
ほ
ど
良
好
な

位
置
に
あ
る
。
幹
線
の
起
点
で
あ
り
、
目
の
前
が

経
済
の
中
心
丸
の
内
、
商
業
地
銀
座
も
近
い
。
周

辺
に
こ
れ
ほ
ど
の
空
間
が
あ
る
の
は
、
か
つ
て

の
大
名
屋
敷
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
パ
リ
や
ロ

ン
ド
ン
は
、
先
に
市
街
地
が
で
き
あ
が
っ
て
お

り
、
地
方
か
ら
の
鉄
道
は
中
心
に
入
れ
な
か
っ
た
。

や
む
な
く
郊
外
に
分
散
し
た
駅
か
ら
各
方
面
に

線
路
が
伸
び
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
央

駅
は
市
街
地
に
あ
る
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
で
は

な
い
。
都
心
に
あ
り
、
交
通
・
文
化
・
経
済
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
駅
は
い
く
つ
も
な
い
。

  

近
代
化
は
鉄
道
の
歴
史
。
西
欧
は
産
業
革
命
に

歩
調
を
合
わ
せ
、
主
要
都
市
を
鉄
道
で
結
ぶ
。
ア

メ
リ
カ
開
拓
も
シ
ベ
リ
ア
開
発
も
鉄
道
が
生
命

だ
っ
た
。
東
京
駅
で
遭
難
し
た
首
相
、
原は

ら

敬た
か
し

と
浜は

ま

口ぐ
ち

雄お

さ

ち幸
も
鉄
道
と
縁
が
あ
る
。
特
に
原
敬
。
初

め
て
の
平
民
出
身
の
宰
相
。
賊
軍
南
部
藩
の
悔

し
さ
を
胸
に
秘
め
、
政
党
を
背
景
に
山や

ま
が
た縣
有あ

り
と
も朋
率

い
る
官
僚
軍
政
府
と
闘
っ
た
。
原
は
、
鉄
道
敷
設

の
実
権
を
握
る
こ
と
が
地
方
の
支
持
を
得
る
鍵

と
み
た
。
ど
う
い
う
ル
ー
ト
を
敷
き
、
ど
こ
に
駅

を
造
る
か
は
関
心
の
的
。
原
は
鉄
道
で
勢
力
を

拡
大
し
た
。
鉄
道
は
政
治
で
も
あ
っ
た
。

　

駅
中
央
か
ら
正
面
に
広
い
道
路
が
真
す
ぐ
伸

び
る
。
皇
居
に
続
く
行ぎ

ょ
う
こ
う幸
通
り
。
こ
れ
が
往
時

の
姿
に
戻
っ
た
の
も
嬉
し
い
。
天
皇
陛
下
に
信

任
状
を
捧
呈
す
る
外
国
の
新
任
大
使
は
、
古
色
豊

  

東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
が
、
創
建
時
の
姿
に
復
元

さ
れ
た
。
上
京
す
る
度
、
仕
上
が
っ
て
い
く
様

に
と
き
め
き
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
装
い
も

新
た
に
３
階
部
と
南
北
の
ド
ー
ム
が
姿
を
表
わ

す
。
赤
い
レ
ン
ガ
と
白
い
大
理
石
に
縁
ど
ら
れ

た
、
左
右
対
称
・
横
長
の
駅
舎
は
優
美
そ
の
も
の
。

明
治
以
降
で
は
第
一
級
の
建
築
物
。
面
白
い
こ

と
に
、
造
ら
れ
た
の
は
渋
谷
・
新
宿
よ
り
も
遅
い
。

政
府
は
近
代
国
家
に
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
を
整
え

る
た
め
、
鉄
道
計
画
の
核
と
な
る
中
央
停
車
場
の

建
設
と
、
当
時
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
新
橋
と
上
野
を
結

ぶ
市
街
地
の
整
備
に
取
り
か
か
る
。
明
治
半
ば

に
構
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
二
度
の
戦
争
も
あ
り

着
工
は
明
治
41
年
。
６
年
余
り
の
時
を
経
て
、
大

正
３
年
12
月
に
首
都
の
顔
は
完
成
し
た
。

　

設
計
者
は
辰
野
金
吾
。
当
時
、「
一
丁
倫ロ

ン
ド
ン敦
」

と
呼
ば
れ
た
丸
の
内
赤
レ
ン
ガ
街
と
の
調
和
に

配
慮
。
赤
レ
ン
ガ
に
白
い
横
縞
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

風
の
ド
ー
ム
は
、
辰
野
式
ル
ネ
サ
ン
ス
と
称
さ
れ

た
。
頑
丈
さ
も
追
求
。
レ
ン
ガ
を
鉄
骨
で
補
強

し
、
地
下
深
く
に
松
杭
１
万
本
を
埋
め
た
。
代
表

作
日
本
銀
行
も
、
高
い
外
壁
が
続
く
城
塞
風
の

造
り
。
辰
野
堅●

●固
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
に
は
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。

　
揺
れ
に
は
強
か
っ
た
が
、
空
襲
に
は
耐
え
き
れ

ず
ド
ー
ム
と
３
階
が
焼
け
落
ち
た
。
戦
後
資
材

も
な
く
、
急
遽
２
階
建
て
８
角
形
の
屋
根
で
再
出

発
し
60
年
が
経
過
。
高
層
ビ
ル
の
案
も
あ
っ
た

が
、
赤
レ
ン
ガ
駅
を
愛
す
る
市
民
の
声
に
も
押
さ

か
に
馬
車
で
皇
居
に
向
か
う
。
東
京
駅
と
皇
居

の
間
は
、
美
し
い
伝
統
的
景
観
と
お
ご
そ
か
な
空

気
に
満
ち
て
い
る
。

  

東
京
駅
に
着
く
と
、
南
側
改
札
口
を
抜
け
霞
ヶ

関
方
面
に
向
か
う
。
改
札
口
付
近
の
上
部
が
ド

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
淡
い
卵
色
の
壁
に
装
飾

さ
れ
た
干
支
や
鷲わ

し

の
彫
刻
が
、
行
き
交
う
人
を
見

守
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
立
つ
と
、
よ
そ
の
国
の
駅

に
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
す
る
。

　

駅
に
は
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
窓
か
ら
眺
め
る
丸

の
内
、
皇
居
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
喧
騒
に
包
ま
れ

た
地
上
と
は
違
い
、
静
寂
で
豊
か
な
時
間
が
流
れ

て
い
る
も
の
と
思
う
。
か
つ
て
川
端
康
成
や
松

本
清
張
も
好
ん
で
宿
泊
し
た
。
都
心
の
オ
ア
シ

ス
の
よ
う
な
空
間
で
、
名
作
の
構
想
を
練
っ
た
の

だ
ろ
う
。
清
張
は
ホ
ー
ム
の
電
車
を
眺
め
る
う

ち
に
、
代
表
作
「
点
と
線
」
の
ト
リ
ッ
ク
を
思
い

つ
き
、
江
戸
川
乱
歩
は
客
室
を
「
怪
人
二
十
面
相
」

の
舞
台
と
し
た
。
バ
ー
で
は
、
名
人
の
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
が
、
赤
レ
ン
ガ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ク
テ

ル
「
東
京
駅
」
で
も
て
な
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。

東
京
駅
に
は
、
旅
情
と
夢
と
威
信
が
同
居
し
て
い
る
。

  

ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
な
の
は
、
我
ら
が
心
の
駅
上

野
が
忘
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
。「
ふ
る
さ
と
の

訛
り
な
つ
か
し
停
車
場
の　

人
混
み
の
中
に
そ

を
聴
き
に
い
く
」。「
ど
こ
か
に
故
郷
の　

香
り
を

乗
せ
て　

入
る
列
車
の
な
つ
か
し
さ
」。
上
野

に
は
、
東
北
・
越
後
弁
が
飛
び
交
う
土
臭
さ
と
、

故
郷
に
続
い
て
い
る
と
い
う
安
堵
感
が
あ
っ
た
。

ど
こ
か
よ
そ
ゆ
き
で
す
ま
し
た
よ
う
な
東
京
駅

と
は
好
対
照
。
今
、
啄
木
や
井
沢
八
郎
の
感
慨
を

共
有
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
。
で
も
昔
、
最

終
の
特
急
が
出
る
時
刻
ま
で
、
駅
近
く
の
酒
場
で

お
だ
を
あ
げ
た
り
、
仕
事
で
ク
タ
ク
タ
に
な
り

夜
行
列
車
に
揺
ら
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

上
野
は
や
っ
ぱ
り
お
い
ら
の
駅
だ
。

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局　
藤ふ

じ
た田

☎
０
８
０
︲
５
５
５
７
︲
７
０
７
２

【
五
箇
ま
つ
り
】

《
10
周
年
記
念
前
夜
祭
》

⃝
日
時　
11
月
10
日
㈯
／
午
後
４

時
30
分
～
７
時　
※
６
時
30
分
か

ら
花
火
打
ち
上
げ
開
始

《
本
ま
つ
り
》

⃝
日
時　
11
月
11
日
㈰
／
午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝
内
容　
新
米
手
す
く
い
取
り
大

会
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
コ
ー
ナ
ー
等

【　
あ
な
た
に
贈
る
コ
ン
サ
ー
ト

in
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
】

⃝
日
時　
12
月
１
日
㈯
／
午
後
５

時
30
分
か
ら

⃝
内
容　
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
ま
で
の
ギ
タ
ー
演
奏
・
合
奏

⃝
参
加
料　
無
料

＝
共
通
＝

⃝
会
場　

五
箇
市
民
セ
ン
タ
ー

（
田
島
）

問
齋さ

い
と
う藤
☎
㉙
２
７
１
９

⃝
日
時　
11
月
29
日
㈭
／
午
後
７

時
～
８
時
30
分

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
地
域
交
流

’12
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㈱サクラテック

企
業
の

最高レベルのヒトづくりと
　モノづくりを目指し、挑戦し続ける。

ＳＡＣＲＡ－ＴＥＣＨ

The company in Shirakawa 

住　　所：白坂大倉矢見250
事業内容：マシニングセンタ、複合旋盤、
　　　　　５軸加工機を用いた金属部品の
　　　　　切削加工など　　　　

№７

　本市には、様々な企業が立地しています。
市民の皆さんはどのような企業が立地し、そ
こでどのような製品が誕生し、またどのよ
うな人が働いているかご存じでしょうか。
　リレー形式で、市内の企業やものづくり・
人づくりについて紹介しています。

　「私たちの会社は、金属の部品加工を行っ
ています。お客様のニーズを的確に把握し、
早さ、品質の良さはもちろん、どんなに困
難な加工でも、チャレンジ精神を持って応
じています」と話す社長の櫻

さくらおか

岡敏
としゆき

之さん。
　サクラテックは、医療機器や通信装置、
半導体関連、航空・宇宙・防衛関連機器な
どに使用される精密部品の切削加工メーカ
ーです。“最高レベルのヒトづくりとモノづ
くり”を目標に、三次元測定器や高性能の
切削機器、そして、知識と経験が蓄積され
た技術力をフルに活用し、あらゆる複雑形
状に対応した高精度の加工を行っています。
　昭和22年に㈲櫻精工として創業し、平成
３年に現在の㈱サクラテックに社名を変更
しました。敷地面積は約１万４千㎡、社員
は約70人。社内での情報の共有化に力を注
ぎ、各自のスキルアップにつなげています。
最近では金属の加工に加え、部品の設計開
発から加工・組み立てまでの一括受注を開
始。時代が求める技術を探求し、新たな技
術開発に挑戦し続けています。
　「社員の育成は、地域の人材育成に、会社
の発展は、地域経済の発展につながると考
えています。これからも真心込めたモノづ
くりで、高品質な製品を提供していきます」。
櫻岡さんの挑戦は続きます。

３次元測定器で測定し、高性能の切削機器で造形されたオブジェ（非売品）
経営理念は“来るべき未来に向けて企業としてあらゆる面で革新を続ける”
毎年、東京ビッグサイトで開催される展示会に出展しています
工場内には高性能の切削機器が数多く並びます
高い技術力を持った社員が機器を操作しています
「社員が誇りに思うような会社を目指したい」と話す社長の櫻岡さん

①
②
③

⑥
⑤

市
内
企
業
の

　
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
紹
介
！

①

④

①

②

③

⑥⑤④

　全国から白河市に多くの義援金・寄附金が届きました。
ここでは、９月19日から10月15日までの提供者をご紹介し
ます。義援金・寄附金は、被災者の支援と本市の復興のため、
有効に活用させていただきます。ありがとうございました。

　今月号の表紙は、10月６日に表郷天狗山球
場（表郷番沢）で開催された、㈶世界少年野
球推進財団（WCBF、王

おう

貞
さだ は る

治理事長）主催の
「JA全農WCBF少年野球教室白河教室」の様
子と、白河市民あてにいただいた王貞治さん
のサインです。
　王さんと言えば、野球の経験がある人はも
ちろん、野球を知らない人でもほとんどの人
が知っている存在。「野球の楽しさを子どもた
ちに伝えたい」。王さんはほほえみながら話し
てくれました。
　王さん、関係者の皆さん、取材へのご協力
ありがとうございました。

　野球教室では、元プロ
野球選手（西

に し ざ き

崎幸
ゆ き ひ ろ

広さん、
市
い ち か わ

川和
か ず ま さ

正さん、水
み ず か み

上善
よ し お

雄
さん、屋

や し き

鋪要
かなめ

さん）から
の熱心なアドバイスを、
市内の小・中学生が真剣
なまなざしで聞いていま
した。

《仮設住宅等支援者をご紹介します》
（９月22日～ 10月21日）

　振込された方については、カタカナで表記させていただきます。10月
16日以降の義援金・寄附金については次号でお伝えします。

白河市民への　がいっぱい

◦㈱若林商店　様	
◦河野昌子　様
◦鈴木いさみ　様
◦白河市囲碁・将棋まつり実行委員会　様
◦白河復興共同センター　様
◦宇都宮和子　様

Introduction of the cover

◦日本カイロプラクターズ協会　様
◦明日飛子ども自立の里　様
◦栃木ボランティアネットワーク　様
◦とちぎＹＭＣＡ　様
◦天理教　北多摩西部支部　様

今月号の表紙
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